
　多くの高齢者にとって必要な歯科医療
は，時間をかけてしっかりきれいに治す
ことではなく，とにかく今「食べる」機
能を取り戻すことである．超高齢社会の
なか，高齢者の義歯治療を行う機会は増
えているが，高齢者はさまざまな問題を
抱えており，臨床対応は一筋縄ではいか
ない．そのようななか，病院歯科で毎日
高齢者と向き合う著者が，高齢者義歯治
療に関する臨床的な知識・技術のニーズ
を踏まえ，わかりやすく解説した実践書．
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ゴシックアーチの使用が有効だが……

　病院歯科で高齢者の義歯を数多く扱っていると，

もちろん咬合様式も大事なのですが，「噛める義歯

にするためにはまず顎位が大切だ」と感じています．

そのため，どのようにして患者さんの顎位を決定す

るのかが大変重要になると考えています．

　顎位を決定するための方法はたくさんありますが，

水平的顎位の決定にはゴシックアーチ（GoA）の使

用が有効であると考えています（確定的な方法が確立

されていないため，議論が分かれるところだと思いま

すが……）．

　そのため当初は，すべての義歯患者にGoAを用

いて水平的顎位を決定していました（図 ７～ ９）．治

療結果も良好で，とても有用性が高いと感じていま

したが，患者さんの全身疾患や状態によってはこち

らが意図する動きをしてもらうことが困難な場合も

多くあり，そこが悩みでした（図１0）．また，高齢者

の場合，義歯製作期間を少しでも短くしたほうが栄

養面でも有利なことが多いため，なるべく少ない治

療回数で，なるべく簡便な方法が好ましいと考える

ようになりました．そのため，現在はGoAを用い

なくても，近い結果が望める方法を模索しながら，

顎位の決定を行うようにしています．

3 ゴシックアーチと高齢者
「噛める義歯」にするにはまず「顎位」～その１

ワンポイント
アドバイス

義歯の違いによって，機能も大きく変わります．そのため，義歯製作

過程が重要になり，噛める義歯にするためには顎位が大変重要です．

しかし，いくら有用性が高い方法であっても，高齢者に常に適用で

きるとは限りません．患者が楽に行える方法や来院回数を重視した

ほうが，患者利益につながる場合もあります．
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Chapter 2　義歯はまず噛めなければ意味がない

図 ７〜 Ā　ÿÿࡀɼঁ性΁の義歯੡作とςετϑーυの݁Ռɽ

されてい࡞はֺҐがかなりલํで੡ࣃٛچ．ʢCʣのଆ๴࣌༺ணࣃʢBʣと৽ٛ࣌༺ணࣃٛچ⾣⾣
たため，৽ٛࣃでは(P"を༻いて

ֺҐを後ํにमਖ਼し੡࡞しました．

７B ７C

ÿ Ā

図ø÷　ױ者によって(P"を༻いる͔൱͔൑அを！

⾣⾣৽ٛ׬ࣃ੒࣌にࣃٛچと৽ٛࣃをൺֱしました．ຊਓ

はࣃٛچでԿでも食΂られるとのことでしたが，࣮ࡍはઝ

໫などのߗめの食඼は食΂ることがで͖まͤんでした．

⾣⾣図 ÿとಉ೔．ࣃٛچから৽ٛࣃにସえてಉ͡ςετϑʔ

υをࢼすと，ࠓ౓はしͬかりと食΂ることがで͖ました．

ಉ೔のಉऀױに͓いてもٛࣃのҧいで食΂られるものはม

Խするため，ҧいをٴ΅すϑΝΫタʔを೺Ѳすることがॏ

ཁになります．

⾣⾣(P"の༗༻ੑはߴいのですが，ऀྸߴには೉しい৔

߹もଟいと͡ײています．ͦのためࡏݱは，なる΂くۙい

݁Ռがग़ͤる؆ศなํ๏をબͿΑうにしています．

できなくても大丈夫ですよ．︎
他の方法でしましょう‼️

旧義歯使用時 新義歯使用時

旧義歯使用時 新義歯使用時

ಈը ø

ಈը ù
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GoAを用いずAPEXに近い位置に

顎位を設定

　ෳࡶな動きが೉しいߴ齢ऀに͓いては，(P"
を

用いͣに"1E9 にۙいҐஔにֺҐを設定するた
め

に，患ऀがແཧなく自力でऔれる࠷後ํҐで咬合
࠾

ಘをߦっています．しかし，その࠾ಘํ๏がෳࡶ
で

はຊ຤స౗です．できるだ͚γンプルなํ๏を用
い

るよ͏にしています．

日常的動作を利用した咬合採得

ಘは࠾齢ऀにとって؆ศでཧղしやすい咬合ߴ　
，

೔ৗ的な動࡞をར用するものだと考えられます．
そ

のためओにʮ։口ʯとʮด口ʯとい͏，食べる࣌Ҏ֎
も

．っている動きをར用していますߦ

　۩ମ的には্下のロ΢అのどちらかに軟Խさせ
た

ϫοΫεをஔいた状態で，Ώっくりとטんでもら
͏

ことでֺؒؔ܎をه࿥しています（図１５～１７）．その

際，いかに患ऀさんにԞでטんでもら͏かが，と
く

にॏཁになります．意ࢥのૄ௨が図れる৔合であ
れ

͹，Ԟ歯を意識してもら͏だ͚でもよいかもしれ
ま

せんし，ٯに意ࢥのૄ௨が೉しい৔合であれ͹，
ܰ

い༠ಋがඞཁかもしれません．とにかく，ʮ患ऀ
自

身でָに動かせる範囲での࠷後ํҐʯの࠾ಘを໨
ࢦ

しています．

　な͓，この৔合，ϫοΫεをஔく前に 1ʙ ùճ
࿅

शして͓くほ͏がよいでしΐ͏．ϫοΫεを使用
す

るํ๏はै前よりଟくఏএされて͓り，さまざま
な

ख๏がଘࡏしますが，γンプルでߴ齢ऀがཧղで
き

れ͹どのํ๏でもよいとࢥいます．ただ，ֺをಉ
Ұ

Ґにอ࣋して͓くことはߴ齢ऀにとって意֎と೉
し

く，咬合࠾ಘࡐྉはγϦίʔンではなくϫοΫε
が

దしていると考えています．また，咬合ܘߴのܾ
定

とਫฏ的ֺҐのܾ定をಉ೔に͏ߦことで，治ྍճ
਺

をগしでもݮらすよ͏にしています．

5 高齢者に対して簡便で
優しい咬合採得方法を！

「噛める義歯」にするにはまず「顎位」～その３

ワンポイント
アドバイス

〣ਫฏతֺҐ決ఆ〣ぢび〤ʜʜɽऀྸߴ

〟぀〮。てアゆ゚〠!!

〟぀〮。ճ਺ぇগ〟。!!

〟぀〮。ํޙ〜!!
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Chapter 2　義歯は·ͣטΊͳ͚Ε͹ҙຯがͳ͍

図１５～１７　ᄐ߹࠾ಘのΩʔϙΠϯτʂ

▶▶軟化させたワックスを上下のロウ堤

間に介在させて咬合採得を行っていま

す．力の弱い高齢者の場合は，ワックス

をかなり軟化させるのが １ つのコツにな

ります．

▶▶咬合採得時に上下の義歯が浮かない

ように指でサポートすると，患者は奥で

噛みやすくなります．写真では上顎に

ワックスを置いていますが，下顎でもか

まいません．

▶▶顎位が不安定に感じる症例では，ロ

ウ堤での咬合採得時に加え，試適時にも

顎位の確認を同様に行うことで，より精

度が上がります．

１５

１６

１７

ු͔ͳいΑ͏ʹ͓ܰ͑͘͞る⽏

ϫοΫεをۉ౳ʹೈԽͤ͞るの͕ίπ⽏

⽏΋ֺҐを֬ೝするʹ࣌దࢼ
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5 「噛める義歯」にするにはまず「顎位」～その３
図１５～１７　ᄐ߹࠾ಘのΩʔϙΠϯτʂ

　９6歳の Eさんは老健施設に入所し
ていますが，施設職員からEさんの

流涎についての相談があり

ました．半年ほど前から流涎が始ま
り，だんだんとその量が増えてきて

いるとのことでした．確か

にデンタルエプロンを着用しても，
５分も経つと広範囲がよだれで濡れて

います（図2４）．

　さまざまな流涎の原因が考えられ
ますが，Eさんは意識も清明であり

，全身疾患の状態も落ち着

いていたため，全身的な原因ではな
く口腔機能が原因になっていること

を疑いました．舌圧を測定

するとかなりの低値を示したため，
Eさんの舌機能が低下したことによ

り，自分の唾液を飲み込み

づらくなり，結果的によだれとして
出している可能性を考えました．

　義歯の新製は望まれませんでした
ので，Eさんが長年使用している義

歯の口蓋研磨面を舌の動き

に合わせて厚くし，舌機能との調和
を図ったところ流涎は治まりました（

図2５，2６）．

　約 1年後の Eさんは咬合力などの
機能低下があり，軟らかい食事にな

りましたが，流涎はなく，

しっかり口から食べて過ごされてい
ます．加齢もあり段々と全身の機能

が衰えてきてはいますが，

歯科に来られた際には穏やかに微笑
んでくださいます（図2７）．

E さんにデンタルエプロンをかけて 5

分もすると，広範囲が濡れてしまうほ

どの流涎量でした．

舌圧が著しい低下を認めたため，口蓋研磨面
に舌接触補助床の形態を付与した

ところ，流涎は治まりました．

約 1年後のEさん．口腔だけでなく全

身が衰えつつあるものの，口からの食

事を続けられています．

図2４〜2７　義歯により E さんの流涎が改善

2５

2７

2６

流涎の原因は何？
Column 5

悩 み 解決コラム

これで
納得！

2４

67

66

長年使用していた義歯
舌の接触を

補助する形態を付与
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大きな写真と
わかりやすい解説!!

総義歯治療は高齢者歯科医療でもある／「食べられない」の原因は
歯の欠損だけではない／作って終わりではないのが高齢者義歯治療／
患者が通院しているうちにしておくこと／8020達成後の理想と現実／
高齢者義歯は食べるためのもの�

Chapter 1　　
まずは高齢者を知ろう

義歯治療は誰のため？�理想を求めすぎず使い勝手が良い義歯を！／
「噛める」が「食べる」につながる／「噛める義歯」にするにはまず「顎
位」�〜その１�ゴシックアーチと高齢者・その２�ゴシックアーチから学んだ
ことを活かす・その３�高齢者に対して簡便で優しい咬合採得方法を！／
食塊形成の重要性／「誤嚥＝口から食べられない」ではない！�

Chapter 2　　
義歯はまず噛めなければ意味がない

咀嚼には舌が大事／嚥下にも舌が大事／咬合高径は嚥下に影響す
る／高齢者の義歯の咬合高径は低いほうがよい？／舌圧測定のスス
メ／フレイル・サルコペニア患者への対応方法／義歯新製時に舌圧
を活かそう�

Chapter 3　舌の働きが大事！　
噛めても飲み込めるとは限らない！

高齢者の義歯ももちろん落ちないほうがよい／最高よりも最適な印象
採得を／高齢者のデンチャースペースは開口時にしかわからない！？／
高齢者向けの義歯印象方法について・１／高齢者向けの義歯印象方
法について・2／無歯顎になったら全員1級の排列でいいの？

Chapter 4　さらに食べやすい義歯にするために
高齢者の義歯をイメージしよう！

「痛くない」が義歯治療の終わりではない
義歯は製作後こそ大事／義歯を外すのも歯科の仕事

Chapter 5　
作って終わりではない「義歯治療」

一人暮らしの86歳，男性のケース『忘れられない一言』�

Chapter 6　症例を通して学ぶ高齢者における義
歯治療と歯科医療の重要性

トピックに沿った
ワンポイントアドバイス!!

コラムを通して
「悩み解決」！

８本の「フードテスト」
の動画が見られます!!
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